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１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：県営基幹農道整備事業高茂金田２

期地区 橋梁上部工事
�２ 発 注 者：広島県北部農林水産事務所
�３ 工事場所：広島県庄原市高茂町、口和町金田
�４ 工 期：平成２５年７月１１日～

平成２７年２月１３日
本工事は、広島県の県営基幹農道のうち、庄原
市高茂町から口和町金田間の西城川上に架かる橋
梁上部工事（１号橋：場所打ち中空床版橋、２号
橋：バイプレストレッシング方式２径間連結 I桁
橋）である（図―１、２）。このうち、２号橋の施
工は、桁長４８．８m、重量１３６t（いずれも最大値）
の桁を上路式ガーダー・門構併用架設工法により、
７％の急勾配で引き出して架設するものである。
本報告では、主桁組立・架設において、品質・
安全確保の観点で工夫した点について述べる。

２．現場における問題点

�１ プレキャストセグメント組立
本構造においては、プレストレス導入時におけ
る横たわみの発生が懸念される。一般的な対策と
して、本緊張前に主桁の左右両側へ仮設鋼材を配
置し緊張（弓を張る）することで、横たわみを抑
制する方法がある。しかし、本橋においては、同
種構造の中でも桁長が最大規模であり、緊張作業
中の横たわみが過大となることが懸念されたため、
確実な横たわみの制御方法が必要であった。
�２ 主桁架設
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長支間を有する２径間連結バイプレ I桁橋の施工

８
施工計画

図―１ 側面図

図―２ ２号橋主桁断面図
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縦断勾配７％の急勾配での主桁引き出しは、既
往の施工事例も少なく、安全性への配慮が重要で
あった。

３．工夫・改善点と適用結果

�１ プレキャストセグメント組立
緊張装置を２組使用し、左右対称にプレストレ
スを導入することで、施工中に生じる横方向の偏
心曲げを抑制した。具体的には、C１ケーブルの
緊張後、左右に配置される緊張材（C２，C３ケーブ
ル、C４，C５ケーブル）を同時に緊張した（図―３、
４）。その結果、横たわみを１０mm以下に抑制した。
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図―３ 主桁ケーブル番号および緊張順序

図―４ 緊張装置２組による緊張状況

�２ 主桁架設
主桁の縦移動には、接合ヤードの左右に各２台
配置した単胴ウインチを使用した。引出しワイ
ヤーは各５本掛とし、桁側には、２個の滑車を設
置した（図―５）。前方滑車については、手延べ桁
の根元部分に仮設鋼棒 φ３２mm２本で緊結したチ
ャンネル材に９tの滑車（３車）を２個設置した
（図―６）。この場合、主桁の牽引力Tは、後述

の（式１）より６．０t となる。使用するウインチ
の巻上げ能力は７tであり、さらに２台使用して
２倍以上の安全率を確保した状態とすることで、
安全に主桁を引き出すことができた。
T＝｛（１＋α）×（W×μ+W×tanθ）×R } / S（式１）
ここに、α：おしみ抵抗（上り勾配＝０．２）

W：ＰＣ桁＋重量台車（１３８t）
μ：台車摩擦抵抗（０．０５）
tanθ：勾配抵抗係数（上り勾配７％）
Ｒ：出発抵抗（１．５０）
Ｓ：ワイヤー折り返し数�５

図―５ 主桁引き出し状況

図―６ 前方滑車設置状況

４．おわりに

計画段階で過去事例を参考とした検討を密に行
い、施工中にも、作業手順の確認・改善を行うこ
とで、主桁組立、架設ともに大きな問題はなく無
事故で施工完了できた。横たわみについて、架設
後横組施工までの期間に数本の桁で若干の増加が
確認されたため、横組施工までの期間が長期とな
る場合は、横たわみの増加抑制検討が必要である。
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